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古
越　
　

弘　

議
員

　
　

御
代
田
町
が
誕
生
し
て
、

半
世
紀
以
上
経
過
す
る
が
、
茂

木
町
政
ほ
ど
副
町
長
職
が
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
こ
と
は
な

い
。
し
か
し
、
多
く
の
町
民
は

副
町
長
の
位
置
付
け
、
仕
事
の

内
容
、
権
限
な
ど
よ
く
わ
か
ら

な
い
と
聞
く
。

　

町
政
で
の
副
町
長
の
役
割
と

職
務
権
限
に
つ
い
て
問
う
。

総
務
課
長　

地
方
自
治
法
第
167

条
第
1
項
に
「
副
市
町
村
長
は
、

地
方
公
共
団
体
の
長
を
補
佐
し
、

長
の
命
を
受
け
、
政
策
お
よ
び

企
画
を
つ
か
さ
ど
り
、
補
助
機

関
で
あ
る
職
員
の
担
任
す
る
事

務
を
監
督
す
る
。」

　

ま
た
同
条
第
2
項
に
「
市
町

村
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の

う
ち
、
委
任
を
受
け
た
も
の
に

つ
い
て
、
そ
の
事
務
を
執
行
す

る
。」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

内
閣
総
理
大
臣
の
諮
問
機
関

で
あ
る
地
方
制
度
審
査
会
の
答

申
を
受
け
、
平
成
18
年
に
地
方

自
治
法
の
改
正
が
行
わ
れ
、
助

役
の
権
限
の
強
化
・
明
確
化
を

目
的
と
し
て
、
助
役
を
廃
し
て

副
市
町
村
長
が
設
置
さ
れ
た
。

　

御
代
田
町
事
務
処
理
規
則
に

よ
る
副
町
長
の
専
決
事
項
は
、

許
可
・
免
除
・
免
許
・
認
可
・

承
認
・
受
理
な
ど
や
職
員
の
時

間
外
勤
務
命
令
や
休
暇
の
承
認
、

出
張
命
令
、
財
務
に
関
す
る
事

項
は
、
100
万
円
未
満
の
予
備
費

の
充
当
や
目もく
の
予
算
流
用
、
200

万
円
以
上
500
万
円
未
満
の
工
事

請
負
費
の
支
出
の
決
裁
な
ど
が

定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、

町
長
に
代
わ
っ
て
業
務
の
検
討

や
政
策
の
企
画
・
立
案
、
町
長

の
判
断
が
不
要
な
議
案
も
し
く

は
長
の
委
任
を
受
け
た
事
案
に

つ
い
て
、
決
定
や
処
理
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

副町長の役割と職務権限は
長を補佐し、政策をつかさどる

問

東
口　

重
信　

議
員

　
　
　
1
、
町
内
で
の
過
去
5
年
間
の

自
殺
者
数
の
推
移
と
そ
の
背
景

は
。

2
、
自
殺
予
防
・
防
止
へ
の
取

り
組
み
は
。

保
健
福
祉
課
長　

国
内
及
び
県

の
平
均
に
対
し
、
男
性
は
少
し

多
く
、
女
性
は
ほ
ぼ
同
等
で
あ

る
。
年
齢
は
59
歳
ま
で
の
壮
年

期
の
方
が
89
％
で
あ
る
。

　

レ
セ
プ
ト
な
ど
の
調
査
で
、

う
つ
病
な
ど
の
疾
患
で
通
院
中

の
方
が
44
％
で
あ
る
が
、
そ
の

他
の
要
因
に
つ
い
て
は
把
握
で

き
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

当
町
で
は
、
平
成
22
年
か
ら

県
自
殺
対
策
緊
急
強
化
事
業
補

助
金
50
万
円
の
交
付
を
受
け
、

人
材
養
成
事
業(

ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
な
ど)

と
普
及
啓
発
活
動

と
し
て
、
役
場
職
員
、
保
健
補

導
員
、
民
生
委
員
の
皆
さ
ん
向

け
の
講
演
会
な
ど
を
開
始
し
て

い
る
。

　

自
殺
対
策
強
化
月
間
の
3
月
、

自
殺
予
防
週
間
の
9
月
に
は
、

う
つ
病
の
理
解
と
相
談
機
会
の

掲
載
を
新
聞
折
り
込
み
チ
ラ
シ

に
よ
り
啓
発
。
広
報
「
や
ま
ゆ

り
」
に
も
特
集
記
事
を
組
ん
で

き
た
。

　

自
殺
対
策
の
本
格
的
な
始
動

は
平
成
22
年
か
ら
緒
に
つ
い
た

と
こ
ろ
で
、
対
策
に
つ
い
て
は
、

本
格
的
に
始
め
て
い
る
。

自殺対策への取り組みは
本格的に始めている

問

役場玄関
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野
元　

三
夫　

議
員

　
　

9
月
定
例
議
会
に
お
い
て

原
子
力
か
ら
安
全
で
再
生
可
能

な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
政
策

転
換
を
求
め
る
意
見
書
が
採
択

さ
れ
た
。

　

放
射
能
汚
染
が
心
配
さ
れ
る

中
、
節
電
・
省
エ
ネ
・
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
関
心
も
高

ま
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
住

民
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
補
助
制
度

を
拡
充
す
べ
き
と
考
え
る
が
町

の
考
え
は
。

町
民
課
長　

本
年
度
の
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
奨
励
金
の
申
請

件
数
は
11
月
末

現
在
76
件
、
706

万
7
千
円
の
申

請
で
太
陽
光
発

電
57
件
・
太
陽

熱
利
用
設
備
3

件
・
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
自

動
車
16
件
で
あ

る
。

　

平
成
18
年
よ
り
累
計
は
225

件
、
事
業
費
4
億
9
千
325
万
円

で
、
奨
励
金
額
で
は
2
千
40
万

円
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
本
年

9
月
よ
り
、
電
気
自
動
車
・
メ

タ
ノ
ー
ル
自
動
車
な
ど
石
油
以

外
の
資
源
を
燃
料
に
使
う
自
動

車
も
補
助
対
象
と
す
る
よ
う
要

綱
を
一
部
改
正
し
た
。

　

近
隣
市
町
村
は
太
陽
光
発
電

設
備
に
対
す
る
補
助
が
主
な
も

の
だ
が
、
当
町
は
幅
広
く
補
助

し
て
い
る
の
で
他
市
町
村
に
比

べ
、
制
度
は
充
実
し
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

　

本
年
度
当
初
予
算
50
件
500

万
円
計
上
し
た
が
、
申
請
件
数
、

問
い
合
わ
せ
が
多
く
あ
っ
た
の

で
、
9
月
補
正
に
て
300
万
円
増

額
し
た
。

　

来
年
度
は
、
多
く
の
申
請
に

対
応
で
き
る
よ
う
予
算
要
求
し

て
い
き
た
い
。

拡充すべき、新エネルギー導入補助制度
幅広く補助している

問

小
井
土　

哲
雄　

議
員

　
　

町
は
町
内
大
手
企
業
に
よ

り
、
法
人
町
民
税
、
固
定
資
産

税
、
等
々
の
恩
恵
を
受
け
て
い

る
が
、
企
業
育
成
観
念
が
希
薄

に
思
え
る
。

　

今
後
、
ど
の
よ
う
な
体
制
を

考
え
て
い
る
か
を
問
う
。

産
業
経
済
課
長　

平
成
12
年
よ

り
佐
久
法
人
会
御
代
田
支
部
と

の
懇
談
会
を
始
め
、
平
成
15
年

か
ら
は
町
と
町
内
大
手
誘
致
企

業
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
た
。

　

そ
れ
以
来
毎
年
懇
談
会
を
開

催
し
各
企
業
の
業
績
、
景
況
な

ど
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
い
た

だ
き
、
町
に
対
す
る
要
望
点
等

に
対
す
る
回
答
も
し
て
い
る
。

　

企
業
育
成

観
点
か
ら
の

優
遇
措
置
は
、

御
代
田
町
工

業
振
興
条
例

が
あ
り
産
業

振
興
を
図
る

た
め
、
工
場

の
新
設
増
設
な
ど
新
た
に
課
す

る
固
定
資
産
税
を
基
準
値
と
し

た
、
工
業
振
興
奨
励
事
業
を
行

な
っ
て
い
る
。

　

土
地
の
購
入
に
対
し
て
は
、

固
定
資
産
税
相
当
額
を
基
準
に
、

初
年
度
で
100
％
、
2
年
目
50
％

3
年
目
30
％
の
奨
励
補
助
を
行

な
っ
て
い
る
。

　

建
物
、
機
械
設
備
の
投
資
に

つ
い
て
は
、
初
年
度
100
％
、
2

年
目
70
％
、
3
年
目
50
％
と
い

う
奨
励
補
助
を
し
、
22
年
度
決

算
で
5
社
4
千
200
万
円
の
奨
励

補
助
を
行
な
っ
た
。

　

町
内
大
手
企
業
と
町
の
関
係

を
良
好
に
保
つ
た
め
に
、
企
業

と
の
懇
談
会
、
会
社
訪
問
を
通

じ
て
企
業
の
業
績
、
景
況
な
ど
、

情
報
を
収
集
す
る
体
制
づ
く
り

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
企
業

の
育
成
に
向
け
た
対
応
を
し
て

い
く
。

企業育成観念が希薄では
会社訪問を通じ体制づくり

問

工業団地案内板

エコキュートシステム


